
00. 卒業設計「防火水そうではじまる」
消えゆく旧三島町
私の住む新潟県長岡市旧三島町では、住人同士の
繋がりが希薄であると感じる。
人口減少によって、地域ぐるみでの活動は衰退し、
現代人の生活スタイルの変化はご近所付き合いを
億劫なものとさせた。
このままでは、三島はバラバラになってしまい、
地域性が失われてしまうのではないだろうか。

コミュニケーションのはじまりの場
バラバラになってしまう三島を繋ぎ止めるためには、
住人同士のコミュニケーションが必要である。
挨拶のような偶発的に起こるコミュニケーションが
重要であると考える。
これは、暮らしに欠かせず、人間らしい行為である。
まちの中で活発に行われることで、住人の
コミュニティは広がり、地域愛を育むことができる。
そこで、このコミュニケーションの始まりとなる場を
提案する。 

ゲリラ的防火水そう
三島を歩いていると防火水そうを見つけた。
そこは、近くの住人がゲリラ的に自転車小屋や
バス停として利用していた。

点在する小さな防火水そう
三島には 116 カ所の防火水そうが消火栓と 200m間隔で点在しているが、そのほとんどが草木に覆われている。
防火水そうを、まちの小さなコミュニティの場として再生することで、安全装置である防火水そうは
地域住人の拠り所となり、人と人とをつなぐ小さな地域拠点となるのではないだろうか。
そこで、まちに点在する 116 カ所の防火水そうに、住人同士の偶発的コミュニケーションがはじまる場を設計する。

01. プロジェクトがはじまる
プロジェクトのはじまり
JIA 全国学生卒業設計コンクールで金賞を受賞し、
地域に報告するために卒業設計を展示した。
その後、作品を見た上岩井区長の A氏から
上岩井地区に実現しないかと提案された。
地域住人同士の繋がりの希薄さや、
住人同士が関わるきっかけとなる場の必要性に
共感してくれたようであった。
地域と大学で協力し、地域の人が
偶発的コミュニケーションができる場を作る
こととなった。

［第 1回ワークショップ］
目的：地域住人がどのような
地域コミュニティの場を求めているか知る。
内容：自分に似た人形を選び取り、
吹き出しに地域でどんなことをしたいか
書いて、地図に人形を貼り付けた。

［第 2回ワークショップ］
目的：防火水そうのコミュニティの場
として、具体的にどのような空間を
求めるのか知る。
内容：スケッチを描いたり、
紙などを使って模型を製作したりした。

［第 3回ワークショップ］
目的：第１・２回のワークショップを
踏まえて３パターンの設計案を提案し、
地域住人の意見や要望を得る。
内容：３パターンの設計案を模型や
イラストで表現し、参加者には
ワールドカフェ方式で
自由に意見を出してもらった。

ワークショップのはじまり
卒業設計は、私がまちを歩いてわかったことをもとに設計しているため、かなり個人的である。実際に作るにあたって、まずは地域住人のリアルな思いや考えを聞きたいと思った。
ワークショップには、多くの地域住人が参加してくれた。たくさんの人と関わり、様々な思いを聞くことができた。

02. プロジェクト体系

大学 ( 学生 ) と上岩井地域を中心に、設計・施工・建具・運営など様々な業種の
プロと交えてプロジェクトを進めている。ワークショップなどを通して
地域住人や中学校にも参加してもらい、地域と共にコミュニティの場をつくる
ことを目指した。また、行政にも地域活動として応援してもらっている。

03. 対象敷地 04. 上岩井地域のコミュニティ現状
三島の歴史上、山側に最初に集落ができ、時代と共に
田んぼを切り開いて集落を広げてきた特徴がある。
上岩井地域の現状としては、山側に昔ながらの家々が
立ち並び、田んぼ側のはなみずき団地に新しい家や
家族が暮らしている。山側はお年寄りが多く、
団地には子育て世代が多い。
よって、県道を境に世代が分かれ、両者間での
コミュニケーションは希薄になっている。

旧三島町における、
No.36 の防火水そうを対象とする。
この防火水そうは上岩井地域の
所有であり、ふれあいセンター
（公民館）が隣接する。

No.36 の防火水そう

食を共有する

　畑の近くのシェアキッチンとなる。畑仕事のお茶飲
み休憩をしたり、採れた野菜で料理したりすることで
住人同士のコミュニケーションが生まれる。

本を共有する

　住人が自由に本を置いて読むことができる。まちの
図書館のような空間は人を集め、本を通したコミュニ
ケーションが生まれる。時には本を置き、会話を楽し
むかもしれない。

風景を共有する

　綺麗な風景を眺め、くつろぐ空間。三島は自然豊か
な地　域であるため、まちの中には美しい風景がたく
さんある。忙しい日常にちょっとしたくつろぎを与え、
一緒になった人と風景を通したコミュニケーションが
生まれる。

時間を共有する

　同じ場所で過ごし、会話はなくとも存在を感じるこ
とでコミュニケーションが生まれる。

もったいないを共有する

　畑にあるコンポストを地域で共有する。堆肥による

エコな暮らしと、そこから作られる野菜たちは、住人

をつなぐ。

不要になったものを共有する

　不要になったものを捨てずに必要な人にゆずる。も
のがまちの中を循環することでまちは繋がり、エコな
暮らしが実現する。

趣味を共有する

　同じ趣味の人が集まり、楽しむことでコミュニケー
ションが生まれる。共通の好きなものがあることで自
然と仲間意識が生まれ、会話が始まるかもしれない。

火を共有する

　焚き火で共にくつろぐことでコミュニケーションが

生まれる。焚き火の音は人に癒しを与え、火はお湯を　

沸かしてお茶会をしたり、焼き芋をしたりと楽しみを

与える。

感情を共有する

　まちの映画鑑賞空間。映画を見ることで会話をせず
とも感情や時を共有することでコミュニケーションが
生まれる。道ゆく人もつい見てしまう。

情報を共有する

　レシピや地域での楽しい写真を共有する空間。レシ
ピや写真を通してコミュニケーションが生まれる。

きっかけの空間
三建築を媒体として人と何かを共有することで、

コミュニケーションのはじまる “きっかけ” となり、まちの

小さなコミュニティが生まれると考えた。

No.36 の防火水そう
この防火水そうの周辺地域では、住人たちが積極的に
地域を飾る活動をしている。また、花が好きな人が
多く住んでいる。そこで、花を趣味とする人を中心に
花を育て、花を飾り、花を送り合う居場所を提案した。

06.「居場所ではじまる」

ワークショップでは、空間の利用方法として多くの
アイデアが出てきた。また、参加者と話をする中で、
地域住人同士で関わる場が必要であると再確認した。
年齢に縛られず、誰もが訪れることができ、そこでは
ささやかに人と人が繋がれる場を作りたいと考えた。

地域の居場所をつくる
地域のコミュニケーションが必要であるということがわかったが、いきなり新しい人と関わることは
困難である。そこで、コミュニケーションのきっかけとなるような、地域の誰もが立ち寄れる
ちょっとした居場所をつくる。まちに人を出し、その居場所に立ち寄ることで、それを見た住人は、
地域にどんな人がいるのか知ることができる。そこを通りかかった人が挨拶をしたら、
小さな関わりが生まれるかもしれない。

地域の居場所をつくる
対象敷地であるNo.36 の防火水そうは、
歩道に囲まれ、住宅地に隣接しているため、
周りからたくさんの視線が集まる場であった。
そこを人の居場所をするためには、
視線の操作が必要であると考えた。

壁によって視線を操作する
防火水そうに集まる視線を壁によって
操作しようと考えた。
居場所にいる人とまちの人とを緩やかに視線に
よってつなげる。

視線を止める 視線を繋ぐ 視線を流す

スタディ模型

防火水そう

卒業設計「防火水そうではじまる」が、人をつなぎ、思いをつなぎ、
実現をすることになる。
４枚の壁と大小様々な開口は、緩やかに視線を通し、
人のふるまいへと繋ぐ。
人と話さなくても良い。
視線を通して人の存在を感じることが
地域コミュニティの第一歩である。
防火水そうはやがてまちの小さな居場所となる。

6.18 JIA 全国学生卒業設計コンクール 2022
「防火水そうではじまる」金賞受賞
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8.22 三島支所にて作品展示

11. 旧三島町上岩井区長A氏と出会う
上岩井地区の防火水そう (No.36) に卒業設計を
実現しないかと提案される。

11.20 上岩井町内会総会で地域住人の合意を得る

12.16 初期プロジェクトメンバー・町内会役員顔合わせ
プロジェクト始動にあたり、コアメンバーで
打ち合わせを行った。具体的な今後の進み方や、
プロジェクトの最終目的を確認。
実現をするにあたって、地域住人に向けて
ワークショップを計 3回行うことが決まる。

12.23 三島支所とコミセンにプロジェクトに今後の意向を
報告

1.13 第 1 回ワークショップの打ち合わせ

1.19 第 1回ワークショップ①
1.21 第 1回ワークショップ②

1.31 第 1 回ワークショップの振り返り

2.2 第 2回ワークショップの打ち合わせ

2.9 第 2回ワークショップ①
2.11 第 2回ワークショップ②

2.27 第 2回ワークショップの振り返り

3.1 第 3回ワークショップの打ち合わせ

3.9 第 3回ワークショップ①
3.11 第 3回ワークショップ②
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3.20 第 3回ワークショップの振り返り

3.22 長岡市フェニックスイースト庁舎訪問
建築申請について確認。

3.29 ワークショップ後の進め方の打ち合わせ

4.12 コアメンバー打ち合わせ

4.26 コアメンバー打ち合わせ

5.11 コアメンバー打ち合わせ
地域住人へのアンケート調査実施

5.17 コアメンバー打ち合わせ

5.24 修士研究中間発表

5.31 コアメンバー打ち合わせ

6.7 コアメンバー打ち合わせ

6.14 コアメンバー打ち合わせ

6.21 コアメンバー打ち合わせ

6.28 コアメンバー打ち合わせ

7.5 コアメンバー打ち合わせ

7.6 与板消防署で打ち合わせ
防火水そうの空間設計において、
消防署目線での注意点を確認。

7.12 コアメンバー打ち合わせ

7.19 三島中学校ワークショップ
三島中学校 1年生の親子行事でワークショップを実施。
中学生とその親御さんに、地域コミュニティについて
考えてもらいながら、防火水そうの
みんなが “集まれる場” を考えるワークショップを開催

7.31 山長組で打ち合わせ
地元企業の山長組に協力してもらうことに。

7.15 上岩井町内会臨時総会

9.14 大森木工と木工作業
大森木工の技術者の方に木加工方法を教えてもらいながら
木製軸組を制作。
研究室の学生も交え、学生とプロの技術者が関わる機会と
なった。

木作業
大学内で木材を加工し、
現地で組み立て。

スタディで空間を検討

10.1 防火水そうの空間完成（予定）
プロジェクトに関わった人たちと地域住人に向けて
防火水そうの空間のお披露目。

木作業
大学内で木材を加工し、
現地で組み立て。
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地域の居場所をつくる
壁は木材での制作になる。
軸組を 1×4材、仕上げを杉板と
している。
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05. ワークショップを終えて

ふれあいセンター
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